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地域経済の牽引役、会員事業所の成長・発展のお手伝い
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長井商工会議所会報2017

7
july

総会員数：887事業所/平成29年6月22日現在

長井商工会議所

長井高校のソメイヨシノ心色づく
まちなか

もみじ回廊

心色づく
まちなか

もみじ回廊

　伊佐沢の久保桜と長井市の市街地を結ぶさくら大橋を西へ向かうと、桜の花びらを校章にかたどった山形県立長井高等学校が見
えます。そのグラウンド周りに昭和50年代に植えられた桜並木が続いています。春の開花も見事ですが、秋の紅葉もまた勢いのあ
る鮮やかな彩りを見せてくれます。この辺りはかつて「早苗ヶ原」と呼ばれ、夏に若々しい稲苗が並ぶ水田が広がっていたそうです。
　７月29日から８月１日まで、長井市内で南東北インターハイの女子ソフトボール競技が開催されます。存分に若き力を魅せてく
れることでしょう。山形県では、昭和47年以来、45年ぶりの高校総体開催となります。

Topics ●４常設委員会　合同会議で始動
●山形県連・置賜地区商工団体協議会　要望事項決定



　

６
月
１
日
、
タ
ス
を
会
場
に
、
常

議
員
・
議
員
で
構
成
す
る
総
務
、
産

業
政
策
、
中
小
企
業
活
性
化
、
地
域

振
興
の
４
つ
の
常
設
委
員
会
の
委
嘱

状
交
付
式
と
合
同
委
員
会
を
開
い

た
。加
藤
眞
佐
夫
会
頭
は
各
委
員
長

に
委
嘱
状
を
手
渡
し
た
後
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
常
議
員
会
で
議
論
す
る

に
は
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
な
課
題
で

あ
る
一
方
、
三
役
会
で
取
り
扱
う
に

は
極
め
て
大
き
す
ぎ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
こ
の
委
員
会
の
力
で
解
決
策

を
探
り
た
い
」
と
語
っ
た
。
そ
の

後
、
総
務
委
員
会
で
は
「
タ
ス
ビ
ル

再
生
」
に
つ
い
て
、
産
業
政
策
委
員

会
で
は
「
政
策
提
言
・
意
見
活
動
の

展
開
」
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
活
性

化
委
員
会
で
は
「
伴
走
型
の
個
者
支

援
」
に
つ
い
て
、
地
域
振
興
委
員
会

で
は
「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
に
つ

い
て
、
各
委
員
会
に
お
い
て
検
討
す

べ
き
重
要
課
題
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
に
基
づ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。今
後
は
７
月
下
旬
に
会

頭
か
ら
「
長
井
市
に
対
す
る
政
策
提

言
、
要
望
活
動
」
に
つ
い
て
の
諮
問

が
な
さ
れ
、
各
委
員
会
で
回
答
書
を

ま
と
め
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要

課
題
に
対
す
る
検
討
の
場
を
設
け
て

い
く
方
針
。

●
当
所
三
役
と
委
員
34
名
が
出
席
し
た
合
同
委
員
会

総務委員会
事業所名 氏　名

委 員 長 山形精密鋳造㈱ 小川　　章
副委員長 ㈲タナカ 田中　　元
副委員長 ㈱山形銀行　長井支店 齊藤　暢昭

㈲プライオリティー 青木　芳夫
㈱さいとう 齋藤　裕之
㈱吉田カメラ長井鶴岡店 佐藤　一成
㈱高橋設備 髙橋勇喜知
樋口正通司法書士・行政書士事務所 樋口　正通
㈱山口製作所 山口　直人
㈱吉田製作所 吉田　　功

＜所管事項＞
　◦事業計画･予算･決算等に関すること ◦会員獲得等組織運営･活動に関すること
　◦議員研修･交流に関すること◦表彰関係に関すること
　◦対外広報に関すること

中小企業活性化委員会
事業所名 氏　名

委 員 長 ㈱丸八鉄工所 松田眞知子
副委員長 テラシマ電子㈱ 寺嶋　宏武
副委員長 ㈱きらやか銀行　長井支店 三浦　　仁

飯鉢工業㈱ 飯鉢　文吉
㈲ミニマックス 菊地　昭男
㈱サンノー企画印刷 小関　利一
㈱四釜製作所 四釜　雅之
㈱平野屋 平　浩一郎
㈱ライフステーション 髙石　一夫
朝日金属工業㈱ 横沢　芳樹

＜所管事項＞
　◦中小企業、小規模施策に関すること ◦中小企業税制に関すること
　◦雇用･労働・人材育成に関すること ◦金融対策に関すること
　◦技術開発、技術の高度化に関すること ◦中小企業の国際化に関すること
　◦その他中小企業活性化に関すること

産業政策委員会
事業所名 氏　名

委 員 長 ㈲二宮設計事務所 二宮　正一
副委員長 米沢信用金庫　長井支店 飯澤　善弘
副委員長 ユーケン工業㈱ 増田　源幸

東北電力㈱長井営業所 五十嵐順子
長井中央青果㈱ 大山　　勲
㈱北原産業 北原　　正
サンリット工業㈱ 齋藤　道郎
那須建設㈱ 那須　　正
社会福祉法人　長井福祉会 皆川　善典
㈱中央タクシー 目黒　憲夫

＜所管事項＞
　◦産業経済政策･法規に関すること（知的財産権、裁判員他）
　◦インフラ道路整備に関すること◦エネルギー・環境政策に関すること
　◦その他産業政策に関すること

地域振興委員会
事業所名 氏　名

委 員 長 ㈱ベルティーサイトウ 齋藤　喜内
副委員長 ㈾三浦屋書店 梅津　正博
副委員長 ㈱荘内銀行　長井支店 奥山　智孝

㈱白鷹タクシー 伊藤　源次
葉山建設㈱ 安部　義裕
日本・アルカディア・ネットワーク㈱ 黒澤　　栄
沼澤産業㈲ 沼澤　岩夫
㈱中央会館 村田　　剛
㈱横澤自動車 横澤　秀一
㈱うめや 渡部　俊二

＜所管事項＞
　◦まちづくり・ものづくりに関すること ◦観光推進、観光の広域連携に関すること
　◦地域資源活用、新商品等開発に関すること ◦地域イベントに関すること
　◦中心市街地、商店街振興に関すること ◦その他地域振興に関すること

（委員五十音順・敬称略）
委嘱期間：平成29年6月1日～平成31年10月31日

 

組
織
運
営
活
性
化
と
財
政
基
盤
の
抜
本
的
見
直
し
に
向
け

総
務・中
小
企
業
活
性
化

産
業
政
策・地
域
振
興

４
つ
の
常
設
委
員
会 

始
動

平成29年度
重点事項

委 員 名 簿

特　　集
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置
賜
地
区
３
市
５
町
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
正
副
会
頭
・
会
長
が
組
織
す
る
置
賜
地
区

商
工
団
体
協
議
会
（
会
長
：
吉
野
徹
米
沢
商

工
会
議
所
会
頭
）
の
平
成
29
年
度
総
会
が
、
６

月
21
日
に
タ
ス
で
開
か
れ
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
と
平
成
29
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。事
業
計

画
の
中
で
、意
見
活
動
の
要
望
内
容
が
諮
ら
れ
、

置
賜
総
合
支
庁
長
へ
の
要
望
陳
情
と
置
賜
地
区

選
出
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
実
施
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　

総
会
終
了
後
、
山
形
大
学
国
際
事
業
化
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
小
野
寺
忠
司
教
授
を
講
師
に
招

き
、
「
地
方
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
た

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

県
内
７
つ
の
商
工
会
議
所
で
組
織

す
る
山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会（
清

野
伸
昭
会
長
）
の
平
成
29
年
度
通
常

総
会
が
酒
田
産
業
会
館
で
開
か
れ
、

当
所
の
第
380
回
常
議
員
会
で
承
認
し

た
要
望
項
目
を
含
む
国
・
県
に
対
す

る
要
望
書
が
決
議
さ
れ
た
。他
に
議
事

と
し
て
平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
、
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が
承
認
さ

れ
、
平
成
30
年
度
の
通
常
総
会
開
催

地
が
新
庄
市
に
決
ま
っ
た
。

　

通
常
総
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
酒

田
商
工
会
議
所
主
催
に
よ
る
酒
田
港

視
察
見
学
会
が
実
施
さ
れ
、
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
酒
田
港
湾
事

務
所
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
港

湾
業
務
艇
「
み
ず
ほ
」
に
乗
船
し
な

が
ら
、
酒
田
港
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
。

●山形鉄道㈱の支援に関する要望項目を説明
する加藤眞佐夫会頭

●タスで総会を開いた置賜地区商工団体協議会

●県内７商工会議所の会頭、副会頭など総勢約70名が出席した

●山形大学国際事業化研究センターの小野寺教授
が講演

●内谷重治長井市長が来賓祝辞を述べた

●船上から酒田港のインバウンドに関する取
り組みを視察

置
賜
３
市
５
町
の
経
済
発
展
を
担
う

置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会
の
総
会
を
長
井
市
で
開
催

国
・
県
へ
の
要
望
事
項
を
決
議

平
成
29
年
度 

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

酒
田
で
総
会
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長 井
法 人 会

新
会
長
に

大
竹
薫
氏

5/19

　

公
益
社
団
法
人
長
井
法
人
会
の
平
成
29

年
度
通
常
総
会
が
タ
ス
で
開
催
さ
れ
、
平

成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
並
び
に

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承

認
し
た
。
加
え
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
正

副
会
長
を
一
新
。
会
長
に
大
竹
薫
氏
（
大

竹
電
気
工
事
㈱
）、
副
会
長
に
梅
津
正
博

氏
（
㈾
三
浦
屋
書
店
）、
北
原
正
氏
（
㈱
北

原
産
業
）、
芳
賀
康
雄
氏
（
㈲
十
王
調
剤
薬

局
）、
髙
橋
眞
氏
（
㈱
高
橋
工
務
店
）、
鈴

木
正
昭
氏
（
荒
川
興
業
㈱
）
を
新
た
に
選

任
し
た
。
議
事
終
了
後
、
平
忠
一
前
会
長

（
㈱
平
野
屋
）
に
播
磨
依
子
長
井
税
務
署
長

と
大
竹
薫
新
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

西 置 賜
産 業 会

産
学
金
連
携
を

推
進

5/22

　

西
置
賜
産
業
会
（
寺
嶋
宏
武
会
長
）
の

平
成
29
年
度
通
常
総
会
が
タ
ス
で
開
催
さ

れ
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

並
び
に
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
役
員
改
選
を
承
認
。
来
賓
と
し
て

臨
席
し
た
遠
藤
健
司
長
井
市
副
市
長
と
加

藤
眞
佐
夫
長
井
商
工
会
議
所
会
頭
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
、
先
進
事
業
視
察
や
人
材
育
成
事
業
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効
活
用
の
ほ
か
、
長

井
商
工
会
議
所
と
共
催
す
る
な
が
い
産
業

博
で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
の
企
画
・
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
長
井
市
・
小
国
町
・

白
鷹
町
・
飯
豊
町
の
西
置
賜
地
域
の
商
工

業
者
や
高
校
、
金
融
機
関
等
の
会
員
30
名

が
出
席
し
た
。

あ か し あ
産業団地会

春
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦

5/23

　

あ
か
し
あ
産
業
団
地
会
（
四
釜
雅
之
会

長
）
は
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

例
年
２
回
実
施
し
て
い
る
産
業
団
地
内
の

清
掃
作
業
の
う
ち
「
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
を
団
地
内
入
居
企
業
の
従
業
員

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

あ
や
め
公
園
の
開
園
前
に
、
北
の
玄
関
口

で
あ
る
産
業
団
地
を
訪
れ
る
観
光
客
を
気

持
ち
よ
く
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
従
業
員

の
環
境
に
対
す
る
モ
ラ
ル
及
び
マ
ナ
ー
向

上
も
兼
ね
て
一
斉
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
早
朝
か
ら
集

ま
っ
た
会
員
企
業
の
従
業
員
は
、
道
路
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
等
を
行
い
、
産

業
団
地
内
の
美
化
に
努
め
た
。

技 能 者
育 成

国
家
検
定
合
格
を

目
指
す

5/27

　

国
家
認
定
の
技
能
検
定
試
験
合
格
を
目

指
し
、
長
井
市
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施

す
る
「
生
産
基
盤
技
術
研
修
」
の
金
属
プ

レ
ス
実
技
研
修
を
㈱
長
井
製
作
所
工
場

内
で
行
っ
た
。
こ
の
研
修
会
は
製
造
業
の

技
能
者
育
成
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度

か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度

前
期
は
金
属
プ
レ
ス
と
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
、

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
の
３
職
種
の
技
能
検

定
合
格
を
目
指
し
、
実
技
、
学
科
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。
本
年
度
初
の

研
修
と
な
る
今
回
は
、
講
師
の
指
導
の
も

と
時
間
内
で
の
正
確
な
手
順
と
製
品
精
度

を
求
め
て
実
際
に
機
械
を
動
か
し
、
６
月

中
旬
の
実
技
検
定
試
験
日
に
ま
で
に
数
度

の
研
修
を
重
ね
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

●平前会長へ大竹新会長から感謝状を贈呈

●西置賜１市３町の会員が集まった西置賜産業会の通常総会

●あかしあ産業団地内の一斉清掃ボランティア

●生産基盤技術研修の金属プレス実技の様子

活動報告

4ニュース商工長井　2017.7



長井機械
工 業 ㈿

平
成
29
年
度
の

事
業
計
画
承
認

6/6

　

長
井
機
械
工
業
協
同
組
合
（
横
山
英
二

理
事
長
）
は
、
長
井
商
工
会
議
所
研
修
室

で
平
成
29
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平

成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
並
び

に
平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を

承
認
し
た
。
合
わ
せ
て
役
員
改
選
を
行
い
、

四
釜
雅
之
氏
（
㈱
四
釜
製
作
所
）
を
新
た

に
理
事
に
加
え
た
。
平
成
29
年
度
は
先
行

き
が
不
透
明
な
状
況
下
に
お
い
て
、
各
種

勉
強
会
や
人
材
育
成
活
動
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
組
合
員
の
企
業
経
営
を
支
援

し
て
い
く
方
針
。
当
日
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
加
藤
眞
佐
夫
長
井

商
工
会
議
所
会
頭
と
三
浦
仁
㈱
き
ら
や
か

銀
行
長
井
支
店
長
を
来
賓
と
し
て
招
い
た
。

長井地場
食 品 ㈿

地
場
産
品
の

販
路
拡
大
に
向
け

6/6

　

長
井
地
場
食
品
協
同
組
合
（
高
橋
剛
理

事
長
）
は
、
長
井
商
工
会
議
所
研
修
室
で

平
成
29
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成

28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
並
び
に
平

成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認

し
た
。
平
成
29
年
度
は
既
に
道
の
駅
「
川

の
み
な
と
長
井
」
の
共
同
販
売
事
業
や
な

が
い
黒
獅
子
ま
つ
り
売
店
協
力
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
あ
や
め
ま
つ
り
共
同
販

売
事
業
や
な
が
い
水
ま
つ
り
売
店
協
力
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
共
同
販
売
を
通
じ
、

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
方
針
。
総
会
で
は
来
賓
と
し

て
招
い
た
中
田
浩
之
長
井
市
商
工
観
光
課

長
と
塚
田
弘
一
長
井
商
工
会
議
所
専
務
理

事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

西置賜雇用
対策協議会

人
材
確
保
の
た
め

学
校
側
と
面
談
会
6/13

　

西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
（
小
川
章
会

長
）
は
、
タ
ス
を
会
場
に
平
成
29
年
度
通

常
総
会
を
開
催
。
総
会
終
了
後
に
管
内
学

校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
の
懇
談
会
を

実
施
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
６
月
か
ら
新

規
高
卒
者
の
求
人
申
込
受
付
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
協
議
会
会
員
と
学
校
間

の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
来
春
卒
業
予

定
者
の
進
路
志
望
や
求
人
活
動
状
況
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
懇
談
す
る
機
会
を
設
け

る
場
と
し
て
例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
参

加
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
学

校
側
が
ブ
ー
ス
を
回
り
面
談
す
る
こ
と
で

情
報
交
換
し
て
い
く
形
式
で
進
め
ら
れ
、

協
議
会
会
員
と
学
校
側
合
わ
せ
て
約
40
名

が
参
加
し
た
。

長井青色
申 告 会

小
規
模
事
業
者
向
け
の

税
制
改
正
を
要
望

6/15

　

長
井
青
色
申
告
会
（
寺
嶋
嘉
重
会
長
）

は
、
居
酒
屋
酒
楽
を
会
場
に
平
成
29
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
並
び
に
平
成
29
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認
し
た
。
合
わ

せ
て
会
則
の
一
部
改
正
を
行
い
、
副
会
長

の
定
数
を
３
名
以
内
に
増
や
し
た
。
今
年

度
の
事
業
と
し
て
、
平
成
29
年
度
分
よ
り

青
色
申
告
決
算
書
・
確
定
申
告
書
の
事
前

送
付
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
会

員
事
業
所
が
確
定
申
告
書
の
提
出
を
円
滑

に
行
え
る
よ
う
広
報
・
周
知
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
会
員
の
記
帳
水
準
向
上
に
向

け
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
会
の
基
本
方
針
と
し
た
。

●新たに理事に加わった四釜雅之㈱四釜製作所社長

●地元の食品製造業者で組織する長井地場食品(協)の通常総会

●地元高校からの人材確保を図るため情報交換

●会員に密着した税制改正運動を進める長井青色申告会の総会

活動報告
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共済制度のことなら　私たちにお任せください！共済制度のことなら　私たちにお任せください！
アクサ生命保険㈱長井営業所
［定期保険（団体型）引受保険会社］

スタッフ紹介

検索長井商工会議所　生命共済

生命共済
「フォルティシモ」
よりお役にたてるよう

リニューアルしました
！

所長 丹野　剛 主任 佐藤 信人 主任 迎田 康二

川崎　映子 岡崎　健史 塚原　里佳

紺野 麻衣子　 梅津　悦子

佐藤　福子

鈴木　隆

丸山　昴

梅津 由美子　

海谷　直樹
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山形県火災共済協同組合

※対物事故による損害が５万円以下の場合、
　翌年の等級はダウンしません。

※ご利用には所定の条件があります。詳細は「自動車共済ロードサービス」サービスガイドをご参照下さい。
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＋
プラス

図１　IT人材不足について
　　（経産省調べ）

図２　アンドロイドカー
　　　AR-Th（アース）

図３　Android タブレットでの操作

図４　操作方法はタブレットを
　　　傾けるだけ

図５　こども研究所授業風景

　

４
回
に
わ
た
る
「
も
の
づ
く
り
教
育
」
の
現
状
も
今
回
が
最
終
回
。
前
回

ま
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
例
に
お
け
る
課
題
の
検
証
で
し
た

が
、
今
回
は
当
地
域
で
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
以

下
、
本
文
は
昌
和
製
作
所
・
小
関
博
資
社
長
で
す
。

※　
　
　

※　
　
　
　

※　
　
　
　

※

　

少
子
高
齢
化
の
日
本
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
も
、
実
際
に
大
幅
に

減
ら
な
い
と
何
と
な
く
他
人
事
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
昨
年
長
井

工
業
高
校
の
受
験
者
数
が
、
定
員
１
２
０
名
に
対
し
て
１
０
０
名
ど
こ
ろ
か

80
名
を
割
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
聞
く
と
、
こ
れ
は
一
大
事
か
と
感
じ
て
し

ま
う
。

　

ま
た
隣
の
飯
豊
町
で
、
１
年
間
の
出
生
数
が
30
名
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
聞
く
と
、
や
は
り
危
機
感
を
抱
い
て
し
ま
う
。
こ
の
出
生
数
は
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
頃
の
１
／
10
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
今
後
発
展
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
対
応
す

る
Ｉ
Ｔ
技
術
者
は
２
０
３
０
年
で
79
万
人
不
足
す
る
と
経
産
省
で
算
出
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
た
め
、
小
学
校
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

必
修
化
へ
と
つ
な
が
る
わ
け
だ
が
、
長
井
市
で
は
既
に
少
年
少
女
ロ
ボ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
下
地
が
出
来
つ
つ
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
飯
豊
町
で
も
、
山
形
大
学
“
飯
豊
蓄
電
池
研
究
所
”
設
立

を
機
に
、
子
供
達
へ
も
の
づ
く
り
教
育
を
と
の
こ
と
で
、
長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

そ
し
て
蓄
電
池
研
究
所
の
吉
武
教
授
と
の
話
し
合
い
か
ら
、
研
究
所
に
子

供
部
門
を
設
け
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
研

究
所
発
足
と
同
時
に
“
飯
豊
こ
ど
も
研
究
所
”
も
立
ち
上
が
る
こ
と
と
な
っ

た
。
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照

願
い
た
い
。

http://w
w
w
.yam

agata-u.ac.jp/jp/inform
ation/press/20160728_01/

　

こ
ど
も
研
究
所
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
長
井
工
業
高
校
と
長

井
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
こ
こ
数
年
検
討
し
て
き
た
教
材
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
提
案
し
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

モ
ー
タ
ー
と
ギ
ヤ
、
そ
し
て
電
子
基
板
・
ス
イ
ッ
チ
・
電
池
と
、
電
機
製

品
の
基
本
要
素
を
含
み
か
つ
購
入
し
や
す
い
価
格
に
抑
え
る
こ
と
（
５
千
円

以
下
）。
そ
し
て
そ
れ
を
動
か
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
安
価
で
可
能
に
す
る

こ
と
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
１
万
円
以
下
で
も
そ
こ
そ
こ
使
え
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
し
か
選
択
肢
は
無
い
。
型
落
ち
に
な
れ
ば
も
っ
と
安
価
に
な
る
が
、
制
御

基
板
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
、
無
線
通
信
機
能

と
液
晶
パ
ネ
ル
が
全
て
込
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
研
究
所
の
備
品
と
し
、
子
供
達
は
自
分
で
組
み
立
て
る
教
材
の
み

購
入
と
す
れ
ば
、
安
価
で
基
本
要
素
を
全
て
網
羅
し
た
教
育
が
可
能
と
な
る
。

　

図
２
が
実
際
に
考
案
し
た
教
材
、A

n
d
ro
id

ア
プ
リ
で
動
か
す
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
カ
ーA

R
-T
H

で
あ
る
。

　

こ
の
教
材
を
イ
チ
か
ら
組
み
上
げ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
か
す
の
だ
が
、
操
作

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
傾
け
た
り
回
転
さ
せ
た
り
す
る
だ
け
（
図
４
）
な
の
で
、

小
学
生
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
操
作
が
う
ま
く
な
る
。

　

２
０
１
６
年
６
月
26
日
（
日
）
か
ら
全
５
回
開
催
、
各
２
時
間
の
内
容
で

４
ヵ
月
か
け
て
実
施
し
た
。

　

５
回
参
加
で
全
受
講
料
は
３
千
円
、
非
常
に
格
安
だ
っ
た
の
で
は
と
筆
者

は
感
じ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
、
８
名
で
あ
っ
た
。

　

当
日
の
様
子
に
つ
い
て
は
左
記
山
形
新
聞
の
記
事
を
参
照
頂
き
た
い
。

http://yam
agata-np.jp/new

s/201606/26/kj_2016062600673.php

　

今
年
は
10
月
か
ら
開
講
予
定
で
あ

る
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
募
集

開
始
後
、
ま
た
御
案
内
し
た
い
。

　

以
上　

次
回
は
、
今
年
で
30
周
年

を
迎
え
る
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北
大

会
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

長井ロボットプロジェクト責任監修
命革トッボロ載連
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― 

申
請
の
き
っ
か
け
は
？

　

平
成
23
年
に
当
店
舗
が
国
の
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
来
店
さ
れ
る
観

光
客
が
３
～
４
倍
に
増
え
ま
し
た
が
、
そ

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
施
設
や
体
制
が

整
っ
て
な
い
状
況
で
し
た
。
文
化
財
と
し

て
施
設
を
維
持
す
る
の
が
大
変
だ
と
い
う

悩
み
も
出
て
き
ま
し
た
。
商
工
会
議
所
の

事
務
所
に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
入
り
し
て

お
り
、
雑
談
の
中
で
そ
の
悩
み
を
話
し
た

と
こ
ろ
、
持
続
化
補
助
金
の
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
た
の
で
、
申
請
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

― 

事
業
の
ね
ら
い
は
？

　

来
店
客
に
ト
イ
レ
を
借
り
た
い
と
言
わ

れ
た
と
き
、
自
宅
の
ト
イ
レ
に
案
内
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て

い
た
た
め
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
は
消

極
的
で
し
た
。
主
力
商
品
の
「
あ
け
が
ら

し
」
に
つ
い
て
は
、
店
舗
販
売
よ
り
も
全

国
へ
の
業
務
卸
の
割
合
が
圧
倒
的
に
大
き

い
の
で
な
お
さ
ら
そ
う
感
じ
て
い
た
の
で

す
が
、
せ
っ
か
く
来
店
い
た
だ
け
る
方
を

断
る
と
い
う
の
も
国
の
登
録
有
形
文
化
財

の
所
有
者
と
し
て
し
の
び
な
い
気
が
し
ま

す
。「
あ
け
が
ら
し
」
の
贈
答
用
包
装
は

店
頭
の
み
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、
来
店
客

に
は
「
あ
け
が
ら
し
」
以
外
の
商
品
を
販

売
す
る
機
会
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
補

助
金
を
活
用
し
て
店
の
つ
く
り
に
合
わ
せ

た
ト
イ
レ
を
新
設
し
、
団
体
観
光
客
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

― 

申
請
時
の
ご
苦
労
は
？

　

物
書
き
の
端
く
れ
と
し
て
文
章
を
書
く

の
は
得
意
で
す
が
、
申
請
書
作
成
は
か
な

り
面
倒
で
し
た
。
そ
も
そ
も
専
門
家
に
指

導
し
て
も
ら
わ
な
い
と
採
択
に
至
ら
な
い

補
助
金
と
い
う
の
は
支
援
施
策
と
し
て
い

か
が
な
も
の
か
と
。
何
は
と
も
あ
れ
、
わ

か
ら
な
い
と
き
は
商
工
会
議
所
の
指
導
員

に
何
回
も
電
話
し
て
、
そ
れ
で
も
埒
が
明

か
な
い
と
き
は
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
相
談

し
て
、
な
ん
と
か
補
助
金
採
択
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
。

― 

補
助
事
業
の
効
果
は
？

　

お
か
げ
さ
ま
で
右
肩
上
が
り
で
売
上
が

伸
び
て
お
り
ま
す
。
観
光
客
は
一
元
客
な

の
で
リ
ピ
ー
タ
ー
と
ま
で
は
ま
い
り
ま
せ

ん
が
、
大
型
観
光
バ
ス
の
ツ
ア
ー
客
を
受

け
入
れ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
客

数
が
物
理
的
に
増
え
た
こ
と
が
大
き
い
。

今
度
は
常
に
欠
品
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
…
。

― 

こ
れ
か
ら
補
助
金
申
請
を
考
え
て
い
る 

　 

会
員
事
業
所
の
み
な
さ
ま
に
一
言
！

　

蔵
の
修
繕
に
活
用
し
た
補
助
金
等
と
比

べ
て
、
こ
の
持
続
化
補
助
金
は
売
上
増
に

直
結
す
る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
申
請

書
作
成
を
も
っ
と
簡
単
な
も
の
に
す
べ
き

だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
や
ろ
う
と

し
て
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
は
良
い
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

ZZKK!!
持 続 化

Let’s 
    try

「職場意識改善助成金｣のご案内
（職場環境改善コース）

雇用する労働者の年次有給休暇の年間平均

取得日数が13日以下であって月間平均所定外

労働時間数が10時間以上であり、労働時間等

の設定の改善に積極的に取り組む意欲がある

中小企業事業主

中小企業事業主の皆さまへ

対象事業主

※「労働時間等の設定の改善」とは、各事業場における労働時間、年次有給休暇等に関する事
項について労働者の生活と健康に配慮するとともに、多様な働き方に対応した、より良いもの
としていくことをいいます。

○中小企業事業主の範囲
ＡまたはＢの要件を満たす企業が中小企業にな
ります。

成果目標

厚生労働省・都道府県労働局

支給対象となる取組は、以下の「成果目標」
の達成を目指して実施してください。

目的 成果目標

a 年次有給休暇
の取得促進

労働者の年次有給休暇の年
間平均取得日数（年休取得日
数）を４日以上増加させる

b 所定外労働の
削減

労働者の月間平均所定外労
働時間数（所定外労働時間
数）を５時間以上削減させる

「労働時間等の設定の改善」※により、所定外労働の削減や

年次有給休暇の取得促進に取り組む中小企業事業主を支援します

※労働能率の増進に資する設備・機器等の導入・
更新の取組の場合は、下の表のとおりです。

成果目標の評価期間は、事業実施期間中（事
業実施承認の日から平成30年２月15日まで）
の３か月間を自主的に設定してください。

成果目標の
達成状況

a、bともに
達成

どちらか
一方を達成

どちらも
未達成

補助率 ３／４ ５／８ １／２

上限額 １００万円 ８３万円 ６７万円

成果目標の達成状況 a、bともに達成

補助率 ３／４

上限額 １００万円

評価期間

助成金を活用してワーク・ライフ・バランスを推進!!

支給額

成果目標の達成状況に応じて支給対象となる

取組の実施に要した経費の一部を支給します。

業種 Ａ．資本または出資額 Ｂ．常時使用する労働者

小売業(飲食
店を含む) 5,000万円以下 50人以下

サービス業 5,000万円以下 100人以下

卸売業 1 億円以下 100人以下

その他の業種 3 億円以下 300人以下

労働局に支給申請（締切は２月末日）

利用の流れ

事業実施承認後、提出した計画に沿って取組を実施

「職場意識改善助成金事業実施承認申請書」を事
業実施計画書などの必要書類とともに、都道府県
労働局雇用環境・均等部（室）に提出し、事業実
施の承認を受ける（締切は10月16日（月））

※なお、職場意識改善助成金は国の予算額に制約されるた
め、10月16日以前に受付を締め切る場合があります。

対象経費
謝金、旅費、借損料、会議費、雑役務費、印
刷製本費、備品費、機械装置等購入費、委
託費

助成額
対象経費の合計額×補助率
※上限額を超える場合は上限額

　

平
成
26
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
（
小
規
模

基
本
法
）」
に
則
り
、
小
規
模
事
業
者
が
持
続
的
発
展
の
た
め
の
経
営
計
画

を
作
り
申
請
す
る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
長
井

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
採
択
率
が
県
内
で
も
高
い
実
績
に
あ
る
。採

択
さ
れ
た
会
員
事
業
所
に
、
そ
の
秘
訣
や
効
果
に
つい
て
う
か
が
って
み
た
。

■企業データ■
㈾山一醤油製造所

【業種】調味料製造業
【住所】長井市あら町 6-57
【電話】0238-88-2068

●国の登録有形文化財に
　調和した新しいトイレ

●建物左端のトイレ外壁も
　違和感がないつくり

●味噌蔵を案内する九代目当主の齋藤弥助社長

㈾山一醤油製造所
Vol.03

「団体観光客を受け入れ可能にする為のトイレ施設の新設」

小規模事業者持続化補助金

10ニュース商工長井　2017.7



「職場意識改善助成金｣のご案内
（職場環境改善コース）

雇用する労働者の年次有給休暇の年間平均

取得日数が13日以下であって月間平均所定外

労働時間数が10時間以上であり、労働時間等

の設定の改善に積極的に取り組む意欲がある

中小企業事業主

中小企業事業主の皆さまへ

対象事業主

※「労働時間等の設定の改善」とは、各事業場における労働時間、年次有給休暇等に関する事
項について労働者の生活と健康に配慮するとともに、多様な働き方に対応した、より良いもの
としていくことをいいます。

○中小企業事業主の範囲
ＡまたはＢの要件を満たす企業が中小企業にな
ります。

成果目標

厚生労働省・都道府県労働局

支給対象となる取組は、以下の「成果目標」
の達成を目指して実施してください。

目的 成果目標

a 年次有給休暇
の取得促進

労働者の年次有給休暇の年
間平均取得日数（年休取得日
数）を４日以上増加させる

b 所定外労働の
削減

労働者の月間平均所定外労
働時間数（所定外労働時間
数）を５時間以上削減させる

「労働時間等の設定の改善」※により、所定外労働の削減や

年次有給休暇の取得促進に取り組む中小企業事業主を支援します

※労働能率の増進に資する設備・機器等の導入・
更新の取組の場合は、下の表のとおりです。

成果目標の評価期間は、事業実施期間中（事
業実施承認の日から平成30年２月15日まで）
の３か月間を自主的に設定してください。

成果目標の
達成状況

a、bともに
達成

どちらか
一方を達成

どちらも
未達成

補助率 ３／４ ５／８ １／２

上限額 １００万円 ８３万円 ６７万円

成果目標の達成状況 a、bともに達成

補助率 ３／４

上限額 １００万円

評価期間

助成金を活用してワーク・ライフ・バランスを推進!!

支給額

成果目標の達成状況に応じて支給対象となる

取組の実施に要した経費の一部を支給します。

業種 Ａ．資本または出資額 Ｂ．常時使用する労働者

小売業(飲食
店を含む) 5,000万円以下 50人以下

サービス業 5,000万円以下 100人以下

卸売業 1 億円以下 100人以下

その他の業種 3 億円以下 300人以下

労働局に支給申請（締切は２月末日）

利用の流れ

事業実施承認後、提出した計画に沿って取組を実施

「職場意識改善助成金事業実施承認申請書」を事
業実施計画書などの必要書類とともに、都道府県
労働局雇用環境・均等部（室）に提出し、事業実
施の承認を受ける（締切は10月16日（月））

※なお、職場意識改善助成金は国の予算額に制約されるた
め、10月16日以前に受付を締め切る場合があります。

対象経費
謝金、旅費、借損料、会議費、雑役務費、印
刷製本費、備品費、機械装置等購入費、委
託費

助成額
対象経費の合計額×補助率
※上限額を超える場合は上限額

11 ニュース商工長井　2017.7



きごうの済経計統

商工会議所LOBO（早期景気観測）　－－2017年5月調査結果－－
○調査期間：２０１７年５月１６日～２２日　○調査対象：全国の４２４商工会議所が３，４５６企業にヒアリング

５月調査動向 業況ＤＩは、3カ月連続改善。先行きは懸念材料払拭できず、ほぼ横ばい
産 業 別 概 況

【建設業】
 「公共工事の発注量が増加しつつあることに加え、民間工事も堅調で売上は改善した。ICT の活用を条件とす

る工事案件が増加しつつあることから、対応するための新規設備投資を検討している」（建築工事業）
 「技術者不足のため、受注したくてもできない状況が続いている。下請業者も同様に人手不足が深刻なため、工

程の遅延は避けられない」（一般工事業）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【製造業】
 「輸出は引き続き堅調に推移しているため、売上は良いが、戦争やテロなどの地政学的リスクに伴う為替変動が

不安材料」（自動車部品製造業）
 「原材料価格の上昇に伴い、収益が圧迫されつつある。採算の維持・改善のため、価格転嫁交渉を進めている

が難航している」（鉄鋼業）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【卸売業】
 「建設業などからの引き合いは好調。銅などの仕入価格は上昇傾向にあるが、価格転嫁は進んでおり、収益は

改善している」（建設資材卸売業）
 「今のところ粗利は確保できているが、今後運送会社から契約運賃の見直しを迫られれば対応せざるを得ず、採

算は悪化する見込み」（生活雑貨卸売業） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【小売業】
 「消費者の節約志向が強く、売上は改善しない。来月から改正酒税法が施行され、酒類の安売りが規制されれ

ば、売上の更なる低下が懸念される」（酒類小売業）
 「競合店舗との価格競争が厳しく、売上が悪化した。また、パート・アルバイトの採用難が続き、時給を引き上げ

ざるを得ず、採算も悪化した」（スーパーマーケット）
 「化粧品を中心にインバウンド需要が好調。客数のみならず客単価にも復調の兆しが見られる」（百貨店）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【サービス業】
 「例年に比べ日並びが良く、好天に恵まれたため、ゴールデンウィークの客室稼働率は高水準となった。連休以

降も例年並みの水準を維持し、売上は改善した。」（宿泊業）
 「新たなドライバーの採用が難しいため、従業員の離職防止に努めており、賃金や福利厚生などの待遇を改善し

た」（運送業）
 「前年の熊本地震による売上減少の反動に加え、大型連休の客足が好調で、売上は改善した。街に活気が戻り、

今後も売上増加を期待できそうだ」（飲食業）

2017年5月調査結果のポイント
業況ＤＩは、3カ月連続改善。先行きは
懸念材料払拭できず、ほぼ横ばい

　5月の全産業合計の業況DI は、▲16.2 
と、前月から＋1.1 ポイントの改善。ただし、
「悪化」から「不変」への変化が押し上げ
要因となったことに留意が必要。インバウ
ンドを含めゴールデンウィークの好調な観
光需要からサービス業の業況感が改善し
た。また、電子部品、自動車関連の堅調な
生産・輸出や、建設・設備投資の底堅い推
移から、関連商品を扱う卸売業の業況改善
を指摘する声が聞かれた。他方、消費者の
節約志向や人手不足の影響拡大、原材料・
燃料の値上りが依然、中小企業のマインド
に影響を及ぼしており、業況改善に向けた
動きは力強さを欠いている。
　先行きについては、先行き見通しDI が
▲15.9（今月比＋0.3 ポイント）とほぼ横
ばいを見込む。インバウンドを含む消費や
輸出の拡大に期待する声が聞かれる。他
方、消費の一段の悪化、人手不足の影響
拡大、原材料・燃料価格の上昇、地政学的
リスクなど、先行きの懸念材料を指摘する
声は多く、中小企業の業況感は足踏みが続
く見通し。

○調査項目：今月の売上・採算・業況等についての状況（ＤＩ値を集計）

※ＤＩ値（景況判断指数）について　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き
　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

　ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 　  業況・採算：（好転）－（悪化）　　売上：（増加）－（減少）

主要経済指標［山形県内］

■有効求人倍率
都市名

調査月
山形県 
全体 山形管内 米沢管内 鶴岡管内 酒田管内 長井管内

H28年4月 1.20 1.28 1.08 1.15 1.16 1.01
H29年4月 1.41 1.41 1.17 1.58 1.62 1.29

※資料／ハローワーク長井

■建築確認申請状況（長井市）　　  H29.5月（延べ面積単位：㎡）

新築 増改築

専用住宅
件　　数 6 5
延べ面積 1,169.08 556.41

併用住宅
件　　数 0 0
延べ面積 0.00 0.00

その他 
（工場・店舗含）

件　　数 2 3
延べ面積 254.01 322.19

合計件数 8 8
合計面積 1,423.09 878.60

協力／長井市建設課

■石油製品価格（山形県）
年　　月

レギュラーガソリン ハイオクガソリン 軽油 灯油
店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/18L）

H29年 4 月24日 134.4 145.6 112.6 1,335
H29年 5 月 1 日 134.5 145.7 112.6 1,331
H29年 5 月 8 日 134.3 145.4 112.6 1,336
H29年 5 月15日 134.3 145.5 112.7 1,323

参照：資源エネルギー庁　資源・燃料部石油流通課資料

■山形県企業倒産状況（負債総額　1,000万円以上）
【平成29年5月末現在】

【業種別】 件数
※（　）は、 
西置賜の

数字
％ 負債総額

（百万円） 構成比

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0 0.0% 0 0.0%

建 設 業 1 20.0% 48 9.2%
製 造 業 1 20.0% 256 48.9%
卸 売 業 0 0.0% 0 0.0%
小 売 業 0 0.0% 0 0.0%
金 融 ・ 保 険 業 0 0.0% 0 0.0%
不 動 産 業 2 40.0% 119 22.8%
運 輸 ・ 通 信 業 0 0.0% 0 0.0%
サ ー ビ ス 業 1 20.0% 100 19.1%

計 5 100.0% 523 100.0%
協力／（株）東京商工リサーチ山形支店

■新車登録届出台数（平成29年4月）
山　　形　　県

合　　計 普通乗用車 小型乗用車 軽自動車
前年比 前年比 前年比 前年比

台 ％ 台 ％ 台 ％ 台 ％

3,352 10.5 822 8.9 1,126 11.2 1,404 10.9
※資料／国土交通省東北運輸局山形運輸支局

■長井市の人口　　　　　　　　　　平成29年5月31日現在

　　　人口　27,412人　世帯数　9,875
　　　 男 　13,265人　　女　　14,147人

協力／長井市

12ニュース商工長井　2017.7



　

５
月
25
日
に
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
産

業
経
済
部
の
橋
本
仁
部
長
、
長
井
公
共
職

業
安
定
所
の
丹
野
厚
志
所
長
、
山
形
県
高

等
学
校
教
育
研
究
会
進
路
指
導
部
会
置
賜

支
部
長
の
奥
山
留
美
子
山
形
県
立
高
畠
高

等
学
校
長
の
３
名
が
長
井
商
工
会
議
所
を

訪
れ
、
長
井
商
工
会
議
所
の
塚
田
弘
一
専

務
理
事
と
西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
の
小

川
章
会
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
会
員

企
業
に
お
い
て
、
来
春
の
高
校
卒
業
予
定

者
へ
の
求
人
を
早
期
に
提
出
さ
れ
る
よ
う

要
請
し
た
。
そ
の
中
で
、
置
賜
地
域
に
お

け
る
県
内
就
職
率
は
75.5
％
と
、
前
年
同
期

と
比
べ
て
0.6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
、

県
平
均
の
78.1
％
に
比
べ
る
と
依
然
と
し
て

低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
新

規
学
卒
求
人
の
早
期
提
出
に
対
す
る
理
解

と
配
慮
を
求
め
た
。

　

６
月
16
日
に
平
成
29
年
度
第
１
回
長
井

ま
ち
づ
く
り
基
金
委
員
会
を
タ
ス
で
開
催

し
、
平
成
29
年
度
長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金

助
成
事
業
（
二
次
募
集
）
審
査
結
果
及
び

適
否
判
定
に
つ
い
て
承
認
し
た
。
承
認
し

た
事
業
名
（
申
請
団
体
）
は
、
▽
ま
る
ご

と
長
井
秋
祭
り
（
ま
る
ご
と
長
井
秋
祭
り

実
行
委
員
会
）
▽
撞
木
橋
欄
干
改
修
塗
装

に
よ
る
ま
ち
な
か
観
光
振
興
事
業
（
大
町

通
り
商
店
街
）
の
２
件
で
ど
ち
ら
も
観
光

交
流
部
門
で
の
申
請
。
平
成
29
年
度
は
合

計
５
件
の
助
成
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。
次

年
度
以
降
の
基
金
運
用
に
つ
い
て
は
、
秋

頃
開
催
予
定
の
第
２
回
委
員
会
に
お
い
て

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
全
体
会

　

長
井
商
工
会
議
所
女
性
会
（
菊
地
和
代

会
長
）
は
６
月
１
日
、
当
所
研
修
室
で
全

体
会
を
開
き
、
25
名
が
参
加
。
フ
ラ
ワ
ー

都
市
交
流
連
絡
協
議
会
長
井
市
総
会
に
向

け
て
製
作
す
る
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ
に
対
す

る
意
見
と
、
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

②
県
連
総
会

　

当
所
女
性
会
は
６
月
６
日
、
天
童
市
で

開
催
さ
れ
た
山
形
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
通
常
総
会
に
23
名
が
参
加
。
７
月

に
米
沢
市
で
開
催
す
る
東
北
六
県
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
総
会
に
向
け
て
結
束

を
強
め
た
。

③
長
井
駅
西
親
水
公
園
清
掃

　

当
所
女
性
会
活
き
活
き
委
員
会
主
催
の

事
業
と
し
て
、
６
月
16
日
に
長
井
駅
西
の

親
水
公
園
清
掃
を
実
施
し
た
。
女
性
会
が

平
成
23
年
度
長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
助
成

事
業
の
採
択
を
受
け
て
設
置
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
周
辺
を
、
参
加
し
た
17
名
の
会
員

が
早
朝
よ
り
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
等
を
行

い
、
環
境
美
化
に
努
め
た
。

●左から奥山校長、丹野所長、橋本部長、塚田専務理事、小川会長

●審査会の適否判定を経て、基金委員会で助成事業を承認した

●女性会の今年度の目玉事業について全体会で協議

●長井駅西の親水公園をボランティアで清掃 ●県連総会天童大会に長井商工会議所女性会が参加

女
性
会
活
動
報
告

二
次
募
集
２
件
の
助
成
を
承
認

長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
委
員
会

新
規
学
卒
求
人
の

早
期
提
出
の
お
願
い
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■新入会員のご紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （敬称略）

事業所名 代表者名 所　在　地 業　　　種

小柳建設株式会社山形営業所 菅 野　 一 雄 長井市高野町 2-10-36 総合建設業

会員事業所
■代表者変更のお知らせ　　　　　　　　 （敬称略）

事業所名 新代表者 前代表者

セコム株式会社長井営業所 小笠原芳博 菊地　邦和

公益社団法人長井法人会 大 竹　 薫 平　 忠 一

有限会社花ショップポピー 齋藤　憲幸 齋藤　憲昭

太平ビルサービス㈱山形支店 関岡　純孝 津谷　賢作

会員事業所
■名称変更のお知らせ　

新事業所名 前事業所名

遠藤食品 有限会社遠藤食品

会員談話室

 長井商工会議所 会員交流ゴルフ大会
◆日時　平成29年９月22日(金)
　　　　集合：午前７時30分　開会式：午前７時45分
　　　　スタート：OUT、IN　午前８時10分　同時スタート
　　　　表彰式：午後６時予定
◆会場　山形南カントリークラブ
　　　　（表彰式はタスパークホテル）
◆お問い合わせ　長井商工会議所（今野、長谷川）　　　
　　　　　　　　TEL：84-5394
※詳しくは、本号折込チラシをご覧願います。

 ７月の献血
期日 会場 時間

12日㈬
リバーヒル長井 9：30～11：30

㈱三協製作所 13：30～15：30

◇ 400ml の献血にご協力お願いします。
※問い合わせ　市健康課　TEL（84）6822
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言葉の力
「心構え」

どんな心構えで朝起きて

どんな心構えで手足を動かして

どんな心構えで人と接するか。

書道家
武田　双雲

◇武田　双雲／たけだ・そううん
　1975年熊本生まれ。東京理科大学
を卒業後ＮＴＴに就職、約３年後に書
道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天
地人」や世界遺産「平泉」、世界一の
スパコン「京」など数々の題字を手が
ける。独自の世界観で全国で個展を開
催。作品集『たのしか』『絆』など著書は
40を超える。 書道教室には約300人の門下生が通う（2005年新規募
集締め切り）。2013年度、文化庁から文化交流使に任命され、ベトナム
～インドネシアにて活動するなど、世界各国からさまざまなオファーを受
ける。
　公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
　公式サイト：http://www.souun.net/、感謝69：http://kansha69.com/

快進撃企業に学べ
「日本一高齢者が活躍する『コーケン工業』」

法政大学大学院政策創造研究科　教授　坂本　光司

　磐田市（静岡県）の郊外に、「コーケン工業株式会社」という社員
数約２５０人の中小企業がある。主事業は、農機具や建設機械、自動
車などに使用される、各種パイプの製造である。
　同社の強さの根源は、パイプの開発技術力はもとより、パイプ加工・
切削加工・溶接、そして表面処理までの一貫した社内生産体制を保有
している点や、生産本数が月１本とか、年間でも３本～５本しかない「超
微量生産」にも柔軟に対応できる生産・管理技術が卓越している点な
どである。それ故、同社商品の大半は、こんなことをしたいとか、こん
な形状のパイプができないか……といった、多くの企業が嫌がる面倒な
ものである。
　パイプの生産で今や著名な同社であるが、先般、同社は第７回「日
本でいちばん大切にしたい会社大賞」の中小企業部門では最高の賞で
ある「中小企業庁長官賞」を授与された。それは同社の高い技術力を
評価したものではなく、１９７１（昭和46）年の創業以来、既に45年
以上にわたり、他社の模範となる「人をとことん大切にする正しい経営」
を続けてきたことに対してである。
　その全てをここに紹介することはできないので、その一つである、同
社がこの間実施してきた高齢者雇用への取り組みを挙げる。現在、同
社の社員２５０人中60人、率にすると24％が66歳以上の高齢社員であ
る。ちなみに、現在の最高年齢社員は88歳の女性である。余談である
が、数年前までは93歳の女性社員が最高齢であった。同社の実質創
業者である村松久範会長は、「わが社はまるでペンギン村だ……」が口
癖である。
　こうしたことができるのも、同社の経営理念が「全社員が物心ともに
豊かに、健やかになる事を追求する。雇用の継続に努め、地域社会の
繁栄に貢献する」であり、全社員が理念に基づいた言動を続けている
からである。つまり、同社では、その人の生産性がどうであれ、その人
が働きたいという意思がある限り、働くチャンスを提供しているのであ
る。また若い社員もそうした正しい経営姿勢に共感・共鳴し、「チームコー
ケン」としての連帯感・絆が極めて強いからである。
　先般、同社を久方ぶりに訪問する機会があった。広い工場には10代
～ 80代までの社員が、一丸となってまるで家族のように助け合いなが
ら笑顔で生産に従事している様子を見て、筆者は心が満たされた。

◇坂本　光司／さかもと・こうじ
　1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授
などを経て、2008年４月より法政大学大学院政策創造研究科
（地域づくり大学院）教授、同静岡サテライトキャンパス長。他
に、人を大切にする経営学会会長はじめ、国や県、市町、商工
会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。専門は
中小企業経営論・地域経済論・産業論。著書に『日本でいちば
ん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が続
くのか』（かんき出版）など。

当商工会議所職員の懲戒処分
及び退職金の取り扱いについて

　平成29年5月30日開催の第381回常議員会
において、中小企業相談所長代理 竹田勉 を、
長井商工会議所職員就業規則第45条第6号の
規定により、5月31日をもって懲戒解雇にすると
ともに、退職金の全部を不支給としました。
　また、平成29年6月23日の三役会において、管
理監督責任者である専務理事、事務局長及び中
小企業相談所長を厳重注意処分としました。

　処分理由は、事務受託団体の不正な事務処
理により長井商工会議所職員就業規則第48条
第7号の規定に該当すること等によるものです。

　今後は再発防止に努め、職員就業規則の遵守
により信頼回復を図ってまいります。
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返済期間  

利用いただける方 

利用の手続き 

お問い合わせ 

 

  マル経資金（小規模事業者経営改善資金） 
 

 マル経資金は、経営改善にお役立ていただくために、長井商工会議所の推薦により日本政策金融公庫

が融資を行なう無担保・無保証人・低金利の融資制度です。 

 

融 資 額  ２,０００万円以内 ※１,５００万円を超える場合は別途書類が必要になります。 

融資利率  年１.１１％  ※平成２９年６月２０日現在。金融情勢により変わる場合があります。 

運転資金： ７年以内（据置１年以内） 

設備資金：１０年以内（据置２年以内） 
 

 

１．長井市内で最近１年以上、事業を営んでいること 

２．従業員が２０名以下（商業・サービス業は５名以下）であること 

３．確定申告を行い、納税期限の到来している税金を完納していること 

４．日本政策金融公庫国民生活事業の融資対象業種であること 

５．原則として６ヵ月以上、長井商工会議所の経営指導を受けていること 
 

 

 

１．長井商工会議所にご相談、お申し込みください。 

２．長井商工会議所から日本政策金融公庫へ推薦いたします。 

３．日本政策金融公庫から融資を受けます。 

 

 

                     長井商工会議所 中小企業相談所 TEL:0238-84-5394 
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